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気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
で
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
に
よ
り
、
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
の
動
き
や
発
電
の
仕
組
み
を
し

つ
か

り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
学
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
登
場
す
る

「
ゴ

ミ
リ
ア
ン

一
は
ご
み
を
増
や
し
て
地
球
を

■ヽ
ｉ
ｆ
　
´́
、・　
〓́
さ
　́
〓一３
一年二
　́
　́
一マ

　ヽ
一・　
・　
こ
ヽ

ｒ・　
　
〓
一
、ヽ、　
　
一　
　
　́
ｒ́
〓こ
ン〓
７́一　
´́

ｉヽｔ
・二
〓

〓
・　
　ヽ
一一　
一　
　
・　
・・　
　
二
・
´
一
・ヽ

、́
．
・́　
ｒ́
ｒグ
Ｔ
一　
´

一
千
二
〓
聾
■
ｋ
，
二

　ヽ
Ｉ
ｔ
一
一〓
〓
ト
レ
ニ
■
●
´
ヽ

い
ま
す
　
子
ど
も
た
ち
は
、
一
一
緒
に
考

え
」
、
「手
を
動
か
し
」
、
「
声
を
出
す
」
と

い
う
よ
う
に
、
身
体
を
使

っ
て
参
加
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
集
中
力
が
持
続
し
、

最
後
ま
で
飽
き
ず
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
引
率
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
経
験
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
「
手

を
あ
げ
て
ね
」
、
「
せ
―
の
、
で
答
え
て
ね
」

と

い
っ
た
場
面
を

つ
く
る
と
、
子
ど
も
た

ｔ

一
Ｆ

一
Ｊ

Ｆ

Ｉ

≦

ヒ

し

ま

す

‥
　

一
方

で

、

義

¨

一́
二

〓二
．　
・　
　
´
´
ｌｉ
．　
三
‘́
・
一・
　́
´
・ビ一
三
・二
・ヽ
・　
・一〓
一

．
．　
´
，
　
　
一
ヽ
■́
・
■́
・
一・　
　
　
〓　
・・́
　
一́
二
　
〓ｒ
一　
一　
　
　
一、

Ｆ
二
‘
一
一〓
二

，
二
〓
・■
´
■
　
許
一
´
二
千

´
■
一
（　
・

ハ
ラ
ン
ス
で
、
見
学
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

物
語

の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
シ
ア

タ
ー
の
よ
う
に
設
え
ら
れ
た
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
で
す
。
映
像
に
し

っ
か
り
と
集

中
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
リ
ア
ン
を
退
治
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

一
体
感
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
伝
わ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

効
果
的
な
グ
ラ
フ
イ
ツ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

活
用
も
特
長
の

一
つ
で
す
。
ど
う
や
っ
た

ら
伝
わ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
追
求
し

た
結
果
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
力
強
い
説

明
用
の
グ
ラ
フ
イ
ツ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
制
作

さ
れ
、
言
葉
に
は
し
に
く
い
情
報
も
視
覚

的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
処
理
フ
ロ
ー
図
は
、
シ
ン
プ
ル

な
線
画
を
用
い
て
機
械
の
形
と
処
理
の
内

容
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
と
見
学

コ
ー
ス
内
の
サ
イ
ン
を

共
通
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
の
内
容
と
今
見
て
い
る
場
所
が

頭
の
な
か
で
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
　

一■

．三
Ｔ
Ｉ

３年・す「一ヽ
ｆ一
、́．一一〓
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ヽ
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．
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一
一　
　
　
・　
　

　́
・　
　
．

・

・
　

・　
ｆ
■
■
て
１
、　
　
一
二

■
・　
　
二

ｔ

　́
　
■
●
‥
●
Ｉ
ｆ

だ〓
二
〓
ｔ
■
一し
ま
し

た

．

●
お
わ
り
に

良
い
見
学
コ
ー
ス
を
作
り
上
げ
て
い
く

に
は
、
パ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。　
一
瞬
の
パ

ワ
ー
で
は
な
く
、
建
設
期
間
と
い
う
長
期

に
わ
た
る
年
月
の
な
か
で
、
多
く
の
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
持
久
力
と
瞬
発
力
を

兼
ね
備
え
た
パ
ワ
ー
で
す
。
四
日
市
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
川
課
長
を
は

じ
め
と
し
た
強
い
意
志
を
持

っ
た
行
政
関

係
者
が
、
「
リ
デ
ュ
ー
ス
を
理
解
し
、
ご

み
の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
見
学
コ
ー
ス
」
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
、
前
川
課
長
自

ら
、
見
学
コ
ー
ス
を
使

っ
て
子
ど
も
た
ち

を
案
内
す
る
こ
と
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
従

つ
て
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
学
習
の
場

を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
運
営
開
始
か
ら
７
年
目
に
入
る
四

日
市
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
。
「
リ
デ
ュ
ー

ス
の
学
び
」
の
場
づ
く
り

へ
の
思

い
は
、

こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
き
ま
す
。
四
日
市

市
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ー
ン
セ
ン
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一手
業
一課
前
Ｆ
議
長
様
に
は
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
３
（環
境
学
習
施
設
研
究

部
会
）
Ｗ

工程ことの機能をシンプルに表現した処理フロー

■施設概要

四目市市クリーンセンター

【峻工】       2016年 4月
【事業主体・見学案内】 四日市市

1設計・施工】     日鉄エンジエアリング{榊

0連絡先0

環境学習施設研究部会

「環境学習施設研究部会」で検索すると、(―社)廃棄物資源循環学会環

境学習施設研究部会のページがでてきます。同部会がfacebookの「環境

学習施設を考える会」も運営しています。
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